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レーザー回析法によるフィンランド・ハイルオト島
の海浜堆積物の分析
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図10-Ａパユペラにおける再堆積砂丘,前砂丘,海浜の各堆積物の粒度分布図
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図10-Ｂ図11-Aの図に，ヒュパンマキ付近のボーリング地点ｌにおいて採取された堆積物の粒度分布をプロット
したもの
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図10-Ｃ図11-Aの図に，ヒュパンマキ付近のボーリング地点Ⅱにおいて採取された堆積物の粒度分布をプロット
したもの
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